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ゴールデンウイークも過ぎ，皆様いかがお過ごしで
しょうか。今回の特集は「老視矯正眼内レンズアップ
デート」です。近年の眼内レンズの進歩は目を見張る
ものがあります。白内障手術（水晶体再建術，眼内レ
ンズ挿入術）を受けられたほとんどの方は治療により
素晴らしい満足感を得ることが出来，最新医療の素晴
らしさを感じることになります。このように近年の眼
内レンズ挿入は視力改善だけではなく，見ることの質
をいかに高めるかが重要であると専門外の私は感じて
います。
一方で，私は斜視，神経眼科を専門に診療を行って
おりますが，少なからず手術への不満も聞かれます。
おそらく中枢が術後の変化についていけないのではな
いでしょうか。
特集ではすべての先生が適応・不適応について述べ
ておられ，不満足例への対処・対応が載っておりま
す。これは非常に重要で，私の外来にはもちろん満足
例は紹介されませんが，不満足例を拝見しますと，麻

痺性を含め斜視がある，小児の頃から不同視があっ
た，術前は大きな不等像視があった等，斜視，神経眼
科領域の疾患を既往に持つ方が少なくありません。眼
振，弱視の方に多焦点レンズが挿入された症例も経験
しました。是非，適・不適応の検査に眼位検査や両眼
視検査を入れていただきたいと個人的に希望します。
不満足例のなかには多焦点レンズを単焦点レンズに入
れ替えると改善することがあります。私自身，これは
何故なのか結論が出ません。どなたか是非お教えいた
だければと存じます。
最後に，私どもの大学では以前からモノビジョンの

研究を行っており，眼位，眼球運動，両眼視・立体
視，眼優位性の検査には多くの時間を費やします。最
新技術の導入は医学の進歩には最も重要ですが，丁寧
な検査で適応・不適応を正しく判断されたうえで進め
ていただければと願っております。
� （石川　均・記）
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